
大
阪
府
連
は
春
節
祭
（
８
～
10
日

天
王
寺
公
園
）
で
２
０
２
４
年
を
ス

タ
ー
ト
。
堺
支
部
が
昨
秋
に
続
き
元

気
、
意
欲
満
々
の
富
田
林
支
部
と
共

に
出
店
し
ま
す
。
府
連
各
支
部
か
ら

も
応
援
で
駆
け
つ
け
ま
し
よ
う
。

「
仲
間
づ
く
り
推
進
期
間
」
は
全
国

で
力
合
わ
せ
進
め
ま
す
。
３
月
１
日

か
ら
全
国
大
会
ま
で
。
３
月
９
日
の

両
岸
関
係
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
台
湾
有

事
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
」
と
３

月
10
日
「
全
国
事
務
局
長
会
議
」
を

起
点
に
、
各
支
部
で
こ
れ
ま
で
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
を
会
員
・
読
者
に

迎
え
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
が
狙
い
、
岸
田
政
権
が

急
テ
ン
ポ
で
進
め
る
大
軍
拡
が
引
き

金
と
な
る
「
台
湾
有
事
」
を
は
ね
返

そ
う
。
そ
の
カ
ギ
は
「
沖
縄
・
日
本

全
国
‐
台
湾
‐
福
建
‐
大
陸
全
体
」

に
よ
る
連
帯
の
渦
巻
き
。
そ
の
学
び

と
行
動
を
大
阪
全
体
の
動
き
に
し
ま

し
ょ
う
。

３
月
30
日
大
阪
府
連
＆
堺
支
部
が

主
催
す
る
「
中
国
の
万
人
坑
」
（
日

本
軍
と
企
業
が
中
国
で
１
０
０
０
万

人
を
犠
牲
に
）
青
木
茂
先
生
講
演
会

は
「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の

戦
争
展
２
０
２
４
」
（
JR
天
満
・
国

労
会
館
）
の
プ
レ
企
画
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
改
め
て
日
本
の
侵
略
戦
争

の
傷
跡
を
直
視
し
ま
し
ょ
う
。

（
大
阪
府
連

常
任
理
事
会
）

１
月
号
既
報
の
通
り
「
地
域
で
の

中
国
残
留
邦
人
等
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
国
庫
補
助
金
削
減
に
関
す

る
実
態
調
査
の
お
願
い
に
近
畿
中
国

帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
に
府

連
支
援
委
員
の
布
川
さ
ん
と
行
っ
て

き
ま
し
た
。

１
月
18
日
（
木
）
担
当
者
が
不
在

の
た
め
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
常
務
理
事
・
総
幹

事
さ
ん
が
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
連
絡
を
い
た
だ
き
１
月
26

日
（
金
）
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
企

画
主
任
、
大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
中
国
帰
国

者
支
援
事
業
主
任
さ
ん
か
ら
丁
寧
な

「
回
答
書
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
１
時
間
半
に
わ
た
っ

て
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
い
う
民
間
団
体
が
中

国
帰
国
者
支
援
・
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
大
阪
の
特
殊
性
な
ど
詳
し
い

説
明
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
全
国
で
七
か
所
あ
る
中
国

帰
国
者
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
調
査
を
進
め
、
厚
労
省
交
渉
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
は
６
月
23
日
ま
で
で
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
６
月
10
日
（
月
）
国
会
請

願
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
署
名
は
ま

だ
６
万
４
千
筆
を
超
え
た
と
こ
ろ
。

大
阪
府
連
は
一
次
、
二
次
と
も
目

標
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て

の
会
員
が
10
筆
と
い
う
目
標
め
ざ
し

て
引
き
続
き
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
石
井

勉
）
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世
界
中
の
戦
争
ス
ト
ッ
プ
・
平
和
・

友
好
促
進
の
２
０
２
４
年
に

今
回
、
中
国
検
定
初
級
を
満
点
で

パ
ス
出
来
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

私
は
若
か
り
し
頃
、
毛
沢
東
の

「
実
践
論
」
「
矛
盾
論
」
や

革
命
文
学
「
紅
岩
」
な
ど
を

読
み
、
大
変
感
動
し
生
き
方

へ
の
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
大
学
で
中
国

語
を
学
び
「
北
京
週
報
」
な

ど
を
購
読
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
「
文
化
大
革
命
」

や
「
天
安
門
事
件
」
な
ど
を

経
る
中
で
、
次
第
に
中
国
へ
の
興
味

や
意
欲
が
減
退
し
、
日
中
交
流
の
大

切
さ
を
思
い
つ
つ
も
、
関
心
が
別
分

野
に
移
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
試
験
の
準
備
を
す
る
中
で
知

識
の
空
白
を
痛
感
し
、
検
定
を
契
機

に
中
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
歴

史
を
再
学
習
し
て
み
よ
う
と
言
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
「
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
隣
国
」

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
平
和
・

友
好
の
基
礎
だ
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
皆
様
も
受
験
合
格
が

目
的
と
な
る
の
で
は
な
く
、
中

国
を
深
く
知
る
こ
と
を
目
的
に

中
国
検
定
に
参
加
さ
れ
て
は
と

思
い
ま
す
。
７
月
に
は
中
級
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
協
会
の
方
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
学
習
の
場
」
を

企
画
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
大
阪
西
支
部

白
倉

和
昭
）

中
国
帰
国
者
２
世
支
援

６
月
に
国
会
請
願

国
民
党
は
中
国
本
土
に
復
帰
す
る

意
図
を
持
ち
、
中
国
共
産
党
は
台
湾

解
放
を
名
目
に
侵
攻
の
機
会
を
狙
っ

て
い
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
の
朝
鮮

戦
争
で
中
国
が
義
勇
軍
を
送
る
と
、

ア
メ
リ
カ
は
「
台
湾
は
ア
ジ
ア
の
共

産
化
を
防
止
す
る
戦
略
的
位
置
」
だ

と
し
、
第
七
艦
隊
を
台
湾
海
峡
に
派

遣
し
て
台
湾
防
衛
を
明
確
に
し
ま
す
。

１
９
５
４
年
、
米
華
相
互
防
衛
条

約
で
、
台
湾
と
澎
湖
諸
島
は
ア
メ
リ

カ
の
防
衛
体
制
に
組
み
込

ま
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は

台
湾
の
防
衛
に
協
力
す
る

が
、
台
湾
は
ア
メ
リ
カ
の

合
意
な
し
に
中
国
へ
の
軍

事
行
動
を
起
こ
せ
な
く
な

り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
台
湾
へ
の

大
規
模
な
軍
事
、
経
済
援

助
を
再
開
し
、
台
湾
は
国

連
な
ど
の
重
要
な
国
際
機

関
で
の
地
位
を
維
持
し
ま
す
。
し
か

し
国
際
社
会
は
中
華
人
民
共
和
国
政

府
が
中
国
の
代
表
で
あ
る
と
し
、
イ

ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
い
ち
早

く
中
華
人
民
共
和
国
を
承
認
し
ま
す
。

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
従
い
台
湾
を
中

国
の
代
表
と
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
南
北
統

一
を
妨
害
す
る
た
め
に
起
こ
し
た
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
は
、
30
万
人
以
上
も

の
ア
メ
リ
カ
軍
が
ベ
ト
ナ
ム
に
送
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
勝
利

ど
こ
ろ
か
戦
争
終
結
の
見

通
し
さ
え
立
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
中

国
と
ソ
連
が
黒
竜
江
（
ウ

ス
リ
ー
川
）
の
中
州
で
あ

る
珍
宝
島
（
ダ
マ
ン
ス
キ
ー

島
）
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
を

起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
は
こ
れ
を
利
用
し

て
中
ソ
の
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
支
援
を

や
め
さ
せ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
南
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
引
き
上
げ
る
事
が
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
。

１
９
７
１
年
、

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
北
京
を
訪
問
し

毛
沢
東
主
席
と
会
談
し
ま
す
。
「
す

べ
て
の
中
国
人
が
、
中
国
は
一
つ
で

あ
り
、
台
湾
は
中
国
の
一
部
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ

は
認
識
す
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
政
策
転
換
に

あ
わ
て
、
１
９
７
２
年
に
田
中
角
栄

首
相
が
訪
中
し
ま
す
。
北
京
で
結
ん

だ
「
日
中
共
同
声
明
」
に
は
「
日
本

は
中
華
人
民
共
和
国
が
中
国
の
唯
一

の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、

台
湾
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
土
の

不
可
分
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
尊
重
す
る
」
と
書
か
れ
ま

し
た
。
日
本
は
中
華
人
民
共
和
国
政

府
と
国
交
を
樹
立
し
、
台
湾
の
国
民

党
政
府
と
断
交
し
ま
し
た
。

す
で
に
国
連
か
ら
脱
退
し
て
い
た

台
湾
は
１
９
７
９
年
に
は
29
ヵ
国
と

し
か
国
交
を
持
て
ず
国
際
的
に
孤
立

し
て
い
き
ま
し
た
。
（
高
田

佳
誉
子
）

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
台
湾

第
５
回

ア
メ
リ
カ
の
介
入

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
と
中
国
承
認
へ

台
湾
と
断
交

中
国
百
科
検
定

初
級
を
満
点
で
パ
ス

多
方
面
で
救
援
募
金
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
・

準
会
員
の
皆
様
を
始
め
多
く
の

方
の
ご
協
力
を
心
か
ら
よ
び
か

け
ま
す
。

こ
の
募
金
は
協
会
本
部
が
と

り
ま
と
め
、
被
害
の
大
き
か
っ

た
被
災
地
の
協
会
組
織
を
窓
口

に
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

救
援
募
金
に
充
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

１
月
10
日
の
常
任
理
事
会
、

１
月
21
日
の
女
性
部
学
習
会
、

１
月
28
日
の
西
支
部
役
員
会
で

救
援
募
金
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
大
阪
府
連

常
任
理
事
会
）

能
登
半
島
地
震
被
災
者

救
援
募
金
の
お
願
い

旧台湾総督府
２
月
９
日
か
ら
11
日

天
王
寺
・
芝
生
公
園
の
大
阪
春
節

祭
に
堺
支
部
が
コ
ー
ヒ
ー
を
、
富
田

林
支
部
が
焼
そ
ば
を
販
売
。

２
月
25
日

１
時
半
か
ら

府
連
理
事
会

国
労
大
阪
会
館

３
月
９
日

２
時
か
ら

両
岸
関
係
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

台
湾
有
事
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

東
京
両
国
会
場
と
府
連
事
務
所
と
で

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

３
月
17
日

１
時
半
か
ら

女
性
部
学
習
会

中
国
世
界
遺
産
を
散
歩
し
よ
う

講
師

高
田
佳
誉
子

府
連
２
０
５
教
室

３
月
23
日

２
時
か
ら

９
条
連
・
近
畿
学
習
会

「
台
湾
有
事
」
は
本
当
に
あ
る
の
か

つ
く
ら
れ
た
「
危
機
」
を
現
実
に

し
て
は
な
ら
な
い

講
師

山
本
恒
人
府
連
副
会
長

Ｐ
Ｌ
Ｐ
会
館
４
階
中
会
議
室

３
月
23
日

城
北
支
部

台
湾
旅
行
報
告
会

３
月
24
日

２
時
か
ら

第
２
回

漢
詩
漢
文
講
座

「
陶
淵
明
」
魅
力
再
発
見

講
師
下
定
雅
弘
日
本
杜
甫
学
会
会
長

国
労
大
阪
会
館

３
月
30
日

２
時
か
ら

戦
争
展
プ
レ
企
画

講
師

青
木
茂

「
万
人
抗
に
向
き
合
う
日
本
人
」

国
労
大
阪
会
館

４
月
27
日
か
ら
28
日

「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦

争
展
」
あ
べ
の
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

行

事

案

内
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日
本
政
府
が
２
０
１
７
年
か
ら
取

り
組
み
始
め
た
「
人
生
百
年
時
代
構

想
」
や
脳
科
学
者
や
精
神
科
医
な
ど

の
高
齢
者
に
関
す
る
論
文
や
細
菌
学

者
、
料
理
研
究
家
な
ど
の
書
物
を
調

べ
国
民
の
側
か
ら
話
題
を
提
供
（
主

に
パ
ワ
ポ
）
し
交
流
し
て
い
ま
す
。

95
歳
を
超
え
て
「
元
気
に
活
動
す

る
５
つ
の
こ
と
」
を
提
起
し
て
い
ま

す
。
１
．
食

２
．
体

３
．
知

４
．
交
流

５
．
平
和
（
戦
争

の
な
い
世
界
）
中
国
で

は
、
４
０
０
年
前
か
ら

著
作
家
洪
自
成
（
明
末

期
）
が
高
齢
者
を
賛
歌

し
て
い
ま
す
。

「
真
の
幸
福
は
晩
年
に
あ
り
、
晩
年

こ
そ
人
生
は
輝
く
」
（
菜
根
譚
）

「
故
に
末
路
晩
年
、
君
子
更
に
宜
し

く
精
神

百
倍
す
べ
し
。
」

（
だ
か
ら
、
人
生
の
晩
年
に
際
し
て

こ
そ
、
君
子
た
る
も
の
は
さ
ら
に
気

力
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

＊

君
子
・
・
・
お
よ
そ
人
は

95
歳
ま
で
私
は
25
年
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
と
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。

大
変
な
出
来
事
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
皆
様

方
お
元
気
で
御
活
躍
く

だ
さ
い
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
堺
支
部

浅
田

勝
美
）

中
国
，
東
晋
・
宋
の
詩
人
。
名
は

潜
，
字
あ
ざ
な
は
元
亮
・
淵
明
。
五

柳
先
生
と
号
し
た
。

役
人
生
活
の
束
縛
を
嫌
っ
て
彭
沢

県
県
令
を
最
後
に
「
帰
去
来
辞
」
を

賦
し
て
辞
任
し
，
以
後
，
故
郷
に
帰
っ

て

酒

と

菊

を

愛

し

，

自

適

の

生

活

を

送

っ

た
。そ

の

詩

文
は
，
平
淡
で
自
然
な
表
現
を
特
徴

と
し
，
古
来
日
本
で
も
愛
好
さ
れ
た
。

散
文
「
五
柳
先
生
伝
」
「
桃
花
源
記
」

な
ど
。

第
１
回
は
３
月
24
日(

日)

２
時
か

ら
国
労
会
館
、
講
師
は
下
定
雅
弘
岡

山
大
学
名
誉
教
授

日
本
杜
甫
学
会

会
長
。
申
込
は
参
加
費
全
４
回
分
の

全
額
４
０
０
０
円
の
納
入
で
受
講
受

付
と
し
ま
す
。

①
３
月
24
日
、
②
４
月
28
日
、

➂
５
月
26
日
、
④
６
月
23
日
、

11
月
19
日
の
女
性
部
学
習
会
に
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。
文
房
四
宝
、

漢
字
、
書
、
京
劇
、
太
極
拳
な
ど
の

学
習
会
で
す
。
京
劇
で
は
京
劇
の
始

ま
り
と
そ
の
特
徴
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

清
代
各
地
の
地
方
劇
が
発
達
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
劇
を
吸
収
し
北
京

に
進
出
京
劇
に
な
っ
た
と
、
そ
し
て

「
歌
、
セ
リ
フ
、
舞
踊
、
立
ち
回
り

な
ど
で
物
語
を
進
め
る
音
楽
劇
で

『
北
京
オ
ペ
ラ
』

と
呼
ば
れ
て
い

る
」
と
。
先
生

は
音
だ
け
で
す

が
と
、
テ
ー
プ

を
回
し
て
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し

た
。

国
交
が
未
回
復
の
１
９
６
０

年
代
、
協
会
は
京
劇
団
を
招
い
て
大

阪
で
も
何
回
か
公
演
し
ま
し
た
。
そ

の
時
の
華
や
か
さ
で
役
者
の
躍
動
し

た
舞
台
の
様
子
が
な
つ
か
し
く
想
い

出
さ
れ
ま
し
た
。

文
房
四
宝
で
は
生
産
地
名
、
生
産

量
な
ど
の
お
話
し
と
墨
や
筆
の
原
材

料
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
書
を
た
し
な
み
使
う
立
場
の

私
に
は
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
い

た
だ
い
た
レ
ジ
メ
は
貴

重
な
資
料
と
し
て
役
立

て
て
行
き
ま
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
西
支
部

小
野
邦
也
）

女
性
部

学
習
会
「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
・
文
化
、

風
俗
習
慣
」
編
に
初
参
加
し
て

第
２
回
漢
詩
・
漢
文
を
楽
し
む
講
座

３
月
か
ら
陶
淵
明
の
魅
力
を
再
発
見

95
歳
を
超
え
元
気
に
活
動
を

人
生
百
年
時
代

70
代
は
老
い
の
青
春
時
代

中
国
の
医
療
や
住
宅
な
ど
関
心
の

高
い
テ
ー
マ
で
、
第
６
回
学
習
会
が

１
月
21
日
に
あ
り
ま
し
た
。
14
人
の

参
加
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
外
科
手

術
や
障
が
い
児
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
都
市
の
ゴ
ミ

処
理
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
、

な
ど
話
題
に
あ
ふ
れ
た
学
習

会
で
し
た
。

参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
能
登

半
島
地
震
へ
の
義
援
金
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
か
ら
の
女
性
部
学
習

会
は
世
界
遺
産
を
巡
り
ま
す
。

６
回
の
旅
行
で
57
か
所
を
紙

上
散
歩
し
、
各
回
で
４
か
所

を
散
策
し
ま
す
。
行
か
れ
た

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
グ
ル

メ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
ガ
イ
ド

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
回
目
は
３
月
17
日
（
日
）
午
後

１
時
半
、
大
阪
府
連
事
務
所
を
出
発

し
ま
す
。

行
き
先
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
の
上
都
遺
跡
、
山
西
省

の
古
都
平
遥
と
雲
崗
石
窟
、

そ
し
て
万
里
の
長
城
で
す
。

チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
の
故
郷
、

山
西
商
人
の
街
、
北
魏
の
石

窟
を
見
学
し
、
万
里
の
長
城

で
一
緒
に
土
壁
造
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

重
た
い
旅
行
カ
バ
ン
は
不

要
、
身
軽
で
参
加
で
き
ま
す
。

お
友
達
も
誘
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
（
高
田

佳
誉
子
）

楽
し
く
学
ぶ
女
性
部
第
６
回
学
習
会

医
療
や
住
宅
、
ゴ
ミ
処
理
問
題
な
ど
を
学
ぶ

今
、
私
達
の
支
部
で
は
肩
甲
骨
の

動
き
方
や
そ
の
役
目
を
解
説
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
肩
甲
骨
運
動
を
準
備

体
操
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
や
情
報
や
科
学
の
進
歩
に
よ
り
、

太
極
拳
が
如
何
に
優
れ
た
武
術
の
動

き
で
あ
る
と
い
う
事
が
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
優
れ
た
動
き
を
効

率
的
に
取
得
す
る
方
法
が
現
在
の
練

習
会
の
主
流
で
す
。

ま
ず
肩
甲
骨
の
存
在
を
認
識
す
る

事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
凝

り
固
ま
っ
た
肩
甲
骨
を
意
識

し
動
か
す
練
習
で
す
。
肩
甲

骨
が
ど
う
い
っ
た
動
き
を
す

る
の
か
を
知
っ
た
時
は
驚
き

で
す
。

日
頃
そ
ん
な
事
を

考
え
て
も
い
な
い
か
ら
で
す
。
知
る

事
で
意
識
が
い
き
ま
す
。
肩
甲
骨
に

意
識
が
い
け
ば
何
と
か
動
か
そ
う
と

し
ま
す
。
こ
の
肩
甲
骨
運
動
が
単
純

で
す
が
動
い
て
い
る
実
感
が
湧
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
と
意
外
と
き
つ
い
で
す
。

そ
れ
で
も
続
け
て
い
る
と
肩
甲
骨

回
り
の
筋
肉
痛
を
感
じ
ま
し
た
。
筋

肉
痛
に
よ
っ
て
肩
甲
骨
が
動
か
せ
た

と
わ
か
る
と
本
当
に
嬉
し
く
な
り
ま

す
。
「
動
け
ば
使
え
る
、
動
か
な
い

限
り
は
使
え
な
い
」
そ
ん

な
事
を
考
え
な
が
ら
健
康

で
動
け
る
身
体
つ
く
り
に

励
ん
で
太
極
拳
に
い
か
せ

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
林

英
子
）

太
極
拳
西
支
部
講
習
会

肩
甲
骨
運
動
か
ら
始
め
る
太
極
拳

私
が
日
中
友
好
協
会
に
入
会
し
た

動
機
は
、
日
中
関
係
に
興
味
が
あ
る

と
言
う
よ
り
は
、
長
谷
川
テ
ル
と
言

う
歴
史
上
の
人
物
へ
の
興
味
と
言
う

方
が
適
切
で
す
。
日
中
戦
争
時
代
、

中
国
に
侵
略
し
て
い
た
日
本
軍
に
武

装
解
除
・
撤
退
を
求
め
た
女
性
で
す
。

そ
の
功
績
を
た
ど
る
事
が
今
の
日

本
ほ
ど
重
要
な
時
と
場
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
私
は
そ
れ
ま

で
集
団
的
自
衛
権
は
日
本
の
憲
法
で

は
違
反
の
政
府
見
解
が
出
て
い
た
の

を
無
視
し
て
２
０
１
４
年
閣
議
決
定
、

翌
年
国
会
で
強
行
さ
れ
た
こ
と
が
安

倍
の
遺
産
ワ
ー
ス
ト
、
戦
後
日
本
の

ワ
ー
ス
ト
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

納
得
い
か
ぬ
野
党
が
憲
法
の
定
め

の
開
催
義
務
の
要
件
を
ク
リ
ア
し
て

要
求
し
た
臨
時
国
会
を
与
党
は
拒
否

等
、
そ
の
後
も
常
習
犯
で
憲
法
が
破

ら
れ
る
の
が
ま
か
り
通
る
事
が
悪
し

き
前
例
に
な
り
、
ま
す
ま
す
政
治
の

ル
ー
ル
が
空
文
句
化
す
る
悪
循
環
が
、

与
党
の
他
の
悪
政
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
先
頃
２
０
１
５
年
の

国
会
強
行
が
「
違
憲
と
断
定
で
き
な

い
」
と
言
う
裁
判
所
の
判
決
が
下
り

ま
し
た
。
「
そ
ん
な
バ
カ
な
」
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
の
海
外
戦
闘
を
認
め

る
も
の
。
三
権
分
立
、
民
主
主
義
の

根
幹
に
関
わ
る
大
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。12

月
８
日
19
時
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー

ス
で
、
82
年
前
に
何
が
あ
っ
た
か
、

真
珠
湾
攻
撃
の
回
顧
が
無
か
っ
た
か

ら
で
す
。
以
前
に
は
報
じ
ら
れ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は
真
珠
湾

攻
撃
に
よ
っ
て
突
如
と
し
て
戦
争
を

始
め
た
よ
う
な
空
気
が
社
会
に
流
れ

て
い
ま
す
が
、
日
中
戦
争
は
そ
れ
以

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
被
害
国
と
し
て
の
歴
史
だ

け
を
取
り
上
げ
、
加
害
の
歴
史
に
ふ

た
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
戦

争
体
験
者
が
少
な
く
な
り
日
本
社
会

か
ら
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
近
年
、
被
害
国
の
歴
史
に

も
蓋
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
非
常
に
不
気
味
に
思
い
ま
す
。

(

中
河
内
支
部

竹
内

康)

戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
る
こ
と
に
危
惧


